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平成２９年度事業報告書  

 

総括的事項 

起業家支援、新事業の創出並びに中小企業の支援と勤労者福祉の向上をめざし、定款の目的達成と地域経済

の発展のため、質の高いサービスの提供と事業の一層の効率的な運営により、経費削減を図り、「第三次出資団

体改革」に定めた改革取組方針や成果指標の達成に努めた。 

 

（１）産業支援事業 

産学官の連携のもと、起業家の育成や既存企業の新分野への進出を支援するとともに、他の経済団体との連

携を図りつつ、藤沢市と一体となった産業振興に取り組んだ。 

  「湘南新産業創出コンソーシアム事業」では、１０月開催の「創業・新事業進出フォーラム」に９７名、 

１１月開催の「湘南ビジネスコンテスト」に１３５名の来場者を迎え盛況に開催された。 

「ロボット産業に対する参入・人材育成支援事業」では、生活支援ロボットに関する普及・啓発と、市内企

業によるロボット関連の製品開発等の支援を推進し、９月には、「ふじさわロボットフォーラム」を開催し、基

調講演や、「ロボットがもたらす藤沢の未来」をテーマにしたパネルディスカッション及び生活支援ロボット

の体験・パネル展示を行い、１５５名の来場者を迎え盛況に開催された。 

 また、「ふじさわロボット産業研究会」を４回開催し、市内中小企業のロボット関連事業への参入を促すとと

もに、３月開催の「少年少女ロボットセミナー」では、定員７０名以上の応募があり、ロボットについて「学

ぶ」、「作る」、「競う」を体験することで、未来を担う世代へのロボットの普及啓発を推進した。 

 「海外事業展開等支援事業」では、７月に８社がタイ・ベトナムを訪問、６０件の商談を実施し、１件の成

約見込み、ベトナムＩＴ業界団体との覚書を締結した。 

「湘南藤沢インキュベーションセンター」では、インキュベーションマネジャー等による支援を強化し、入

居企業のヒアリングの他、「慶應藤沢イノベーションビレッジ」のスタッフとの勉強会や交流会等を実施した。 

（２）湘南勤労者福祉サービスセンター事業 

会員のニーズや満足度を把握し、県内共済会等との多様なネットワーク活用や会員ニーズの変化に対応した

柔軟なサービスの提供とともに、制度の充実と魅力のある事業の実施を目指した。 

  「神奈川県市町村広域行政助成金」を活用したフレンドリーショップ・シールラリーやテレマ－ケティング

による会員拡大に加え、統合５年目を迎え、会員全員を対象にアンケート調査を実施し、会員の事業要望など

の把握に努めた。【対象会員数 11,544人 回答数 1,539人（回収率 13.3％）】 

  なお、平成３０年度から寒川町との広域化をスタートするための取り組みを行ったが、サービスセンター事

業は、魅力ある事業との認識はあるものの、費用対効果が少ないとの判断から、参画までには至らなかった。   

（３）公益目的達成受託等事業 

「情報活用事業」については地域の情報化を支援するサービスの環境を整備し、安定的な運営を図った。 

「情報システム運営事業」では、藤沢市関連のサーバで使用するグローバルＩＰアドレスを含むインター

ネット環境の提供とコンテンツを発信できる環境を構築した。 

「データ入力事業」では、日々情報収集を行いながら営業展開を図り、収益の向上に努めた。 

（４）総務管理部門 

財務会計だけでなく、管理会計（経営状況の把握）及び目標管理（各事業の進捗、職員の時間外管理）の徹

底を図った。 

また、平成２９年度は、人事評価制度の試行を進め、従来の「目標管理・業績評価」に加え「人材育成・評

価票」による人事評価を行った。さらに「職員意向調査」も実施し、意向確認を行った。 
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平成２９年度事業報告書 
 

 

Ⅰ．産業支援事業 

 

１．湘南新産業創出コンソーシアム事業（負担金事業） 

 

（１）コンソーシアム事務局運営事業（定款第4条第1号から第4号） 

①目  的 

 湘南新産業創出コンソーシアムの中核機能として、事業を円滑に運営するための事務局機能の

充実と企業の課題解決や経営資源の強化等を図るための各事業の取り組みを行う。 

②事業内容 

 コンソーシアム事業の推進のため、運営委員会や各部会などを開催して事務局機能の充実を図

るほか、企業への直接支援として、主に次の取り組みを行った。 

 ａ．運営委員会の開催 

  平成２９年６月２２日（木）  第６４回 運営委員会 

  平成３０年３月２７日（火）  第６５回 運営委員会 

 ｂ．部会の開催 

  平成２９年４月１８日（火）  コンテスト部会 

ｃ．公的助成金等申請支援業務 

  認定経営革新等支援機関として、企業に対して公的助成金等に関する情報提供や申請書ブ

ラッシュアップ支援などを行った。 

  申請支援件数 ２件 

ｄ．個別相談業務 

  創業希望者や経営資源の課題を抱える企業からの相談に対して、解決の糸口となる指導や

助言、必要に応じて専門家や大学、研究機関、企業などの紹介を行った。 

  事務局来訪による相談対応 ５６件 

ｅ．何でも相談会 

平成３０年２月 ８日（木） 役員報酬の設定や社会保険料、源泉所得税等について 

ｆ．会員交流業務 

  会員管理をはじめ、専門家による相談会や勉強会の開催により、コンソーシアム登録会員

のスキルアップと会員相互の交流を促進した。 

・第４２回コンソーシアム勉強会の開催（ビジネスコンテスト連携事業） 

  「ビジネスプラン作成講座」の開催 

  開催日時：６月２８日（水）・７月５日（水） １８時～２１時 

  開催場所：藤沢商工会館３階 ３０２会議室 

  講  師：日本政策金融公庫 南関東創業支援センター 

       所長 寺田 博史 氏 

  参加人数 ６月２８日   ２２名 

７月 ５日   １８名 

・第４３回 「わかりやすい、演じるプレゼン術強化セミナー」 

  ＜ビジネスコンテスト連携事業 オープン勉強会＞【神奈川県よろず支援拠点との連携事業】 

開催日時 ：平成２９年９月２６日（火） １８時～２０時 

内  容 ：プレゼンテーションスキル向上を目的に効果的な資料の作成手法や演出方法 

など学習した。また、参加者が３分間の事業紹介プレゼンテーションを行い、 

各自のプレゼンテーション能力の現状確認と課題発見の機会とした。 

講  師 ：（同）タカク 代表 高久 広 氏 

参加者数 ：６名 

③主な成果 

    経営課題解決         ３３件 

（藤沢市などからの負担金事業） 
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（２）湘南ビジネスコンテスト事業（定款第4条第2号及び第3号） 

①目  的 

 「日本一の手厚い支援を目指す」をメインテーマに掲げ、藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町において

起業や新事業展開を行う者を対象として、コンテスト形式によるビジネスプラン発表会を開催し 

事業アピールの場や第三者の評価を得る機会を提供するとともに、応募者に対して専門家等と連

携した手厚い支援を行うことにより、地域における起業や新事業展開を促進する。 

②事業内容 

    「第１８回湘南ビジネスコンテスト」として、起業や新事業といった区分によりビジネスプラ 

   ンを募集し、書類審査、オープンプレゼンテーション審査を経て受賞者を決定した。応募時から 

最終審査に至るまでにおける様々な支援メニューでビジネスプランをブラッシュアップするほ

か、最終審査では審査員が事業アドバイザーとなり、事業の実現化や将来性を備えたビジネスモ 

デルを一緒に考える「地域応援型コンテスト」が特徴である。 

書類審査では、「コンテスト申請書」（ビジネスプラン）をもとに、収益性、将来性、市場性な

どのあらゆる観点から６組のファイナリストを選出、続く最終審査となる１１月９日（木）開催

の公開プレゼンテーションでは、事業への熱意、遂行能力などを加えた総合審査により、各受 

賞者を決定した。 

コンテスト終了後においては、フォローアップを実施し各種課題解決を図った。 

本事業は、産業競争力強化法に基づく認定特定創業支援事業（平成２６年３月２０日認定)と 

して実施した。 

ａ．各ブラッシュアップ 

（ａ）湘南ビジネスコンテスト説明会／特別講座「ビジネスプラン作成講座」の開催 

テーマ ：「ビジネスプランの作り方」 

開催日時：平成２９年６月２８日（水）７月５日（水） 各１８時～２１時 

（２８日の冒頭３０分は「第１８回 湘南ビジネスコンテスト」説明会を実施） 

開催場所：藤沢商工会館３階 ３０２会議室 

講  師：日本政策金融公庫南関東創業支援センター 所長 寺田 博史 氏 

参加者数：２８日開催 ２２名、５日開催 １８名 

（ｂ）専門家による書類審査フォロー 

開催日時：平成２９年７月２６日（水）／２７日（木） 

１組あたり５０分 

開催場所：湘南産業振興財団 会議室 

参加者数：６組 

（ｃ）個別コンサルティング 

専門家よるビジネス全般に対する専門指導を２ヶ月間にわたり、各社３回実施した。 

（ｄ）「プレゼンテーション座学講座」の実施 

テーマ ：「わかりやすい、演じるプレゼン術強化セミナー」 

開催日時：平成２９年９月２６日（火） １８時～２０時 

内  容：プレゼンテーションスキル向上を目的に効果的な資料の作成手法や演出方法な

どを学習した。また、参加者が３分間の事業紹介プレゼンテーションを行い、

各自のプレゼンテーション能力の現状確認と自身の課題を発見する機会とし

た。 

講  師：（同）タカク 代表 高久 広 氏 

参加者数：６名 

備  考：神奈川県よろず支援拠点（実施機関：（公財)神奈川産業振興センター)と連携 

（ｅ）ブラッシュアップ「プレ・プレゼンテーション」の実施 

 複数の専門家の前でプレゼンテーションを行い、資料構成や説明の仕方などプレゼン手 

法について指導を仰ぐ、開催直前の演習会を平成２９年１０月１８日（水）に実施した。 

   （ｆ）審査コーディネーターヒヤリング 最終審査会を円滑に進めるため、ファイナリストに 

対して審査コーディネーターが事業に関してのヒアリングを１１月 1 日（水）・２日（木）

に実施した。 

    ｂ.「第１８回 湘南ビジネスコンテスト」の開催 

（ａ）開催日時：平成２９年１１月 ９日（木） １３時３０分～１８時 
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（ｂ）開催場所：藤沢商工会館 

     

（ｃ）受賞者一覧 

   主催者賞 

■ビジネス大賞【事業・研究助成金 ５０万円】 

テーマ）ＳＥＡプロジェクト‐中ロット電子基板で MADE IN JAPAN を支えます‐ 

発表者）（株） アレイ 

■ビジネス準大賞【事業・研究助成金 １０万円】 

テーマ）藤沢産の豚肉を使った長期熟成生ハム（ふじさわ生豚） 

発表者）（有）ＮＯＲＭＡ 

■なでしこ起業家賞 【事業・研究助成金 ５万円】 

テーマ）オリジナル卓上カレンダーECOSTANⓇで地産地消の低炭素社会の提案 

発表者）（株）ＥＣＯ－ＳＴＡＮ 

■来場者賞【事業・研究助成金 １万円】 

テーマ）湘南ツールライブラリー（個人間の貸し借りサービス） 

発表者）川端 伸治 

関係団体賞 

■かながわ信用金庫賞 

テーマ）ＳＥＡプロジェクト‐中ロット電子基板で MADE IN JAPAN を支えます‐ 

発表者）（株）アレイ 

■湘南信用金庫賞 

テーマ）湘南地域の女性起業家応援プラン 

発表者）湘南出張サポートひまわり 有賀 康江 

※特別審査員に前参議院議員・タリーズコーヒージャパン創業者 松田公太氏を迎えた公

開プレゼンテーション審査において、主催者が選出する主催者賞および各金融機関が独

自に選出する「関係団体賞」の受賞者が決定した。 

また、多数の応募者の中から書類審査を合格したことから、ファイナリスト全員に「フ

ァイナリスト賞」を授与した。 

（ｄ）その他の出場者 

            テーマ）世の中の情報データを『視えるようにする』ＷＥＢプラットフォーム事業 

 発表者）米山 順也 

報 告 会：ファイナリストのプレゼンテーション終了後、前回のビジネス大賞受賞者で

ある日東化学産業株式会社による“受賞後の事業展開”を紹介した。 

       講  演：報告会終了後、（株）東京証券取引所 上場推進部 課長 勝尾修氏による 

            「東証マザーズ等の新興市場の最近の動向」に関しての基調講演を実施した。 

（ｅ）審査員 

審査委員長  飯盛 義徳 氏  （慶應義塾大学総合政策学部学部長補佐／教授） 

審査委員   石島 真奈 氏  （ヤフー（株）メディアグループ 事業開発本部長） 

高橋 佳伸 氏  （（株）デジサーフ 代表取締役） 

野田 万起子 氏 （ヒューマンデライト（株） 代表取締役） 

寺田 博史 氏  （日本政策金融公庫 国民生活事業 南関東創業支

援センター 所長） 

特別審査員  松田 公太 氏  （前参議院議員・タリーズコーヒージャパン創業者） 

審査コーディネーター  出縄 良人 氏  （ＤＡＮベンチャーキャピタル（株） 代表取締役） 

③主な成果 

ａ．応募件数：エントリー３５件 申請２５件 

ｂ．来場者数：１３５名 

ｃ．コンテスト支援件数 ２５件 
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  ＜ビジネス大賞＞    ＜かながわ信用金庫賞＞    ＜湘南信用金庫賞＞ 

 

（藤沢市・藤沢商工会議所・茅ヶ崎市・寒川町からの負担金事業） 

 

（３）都市拠点型起業家育成施設運営事業（定款第4条第3号） 

①目  的  

 都市拠点型起業家育成施設の運営により、創業希望者や創業間もない企業など、入居者に対す

る総合的な支援を行い、育成企業の市内定着を目指す。 

②事業内容 

 ＜都市拠点型起業家育成施設の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜入居企業一覧＞ 

号室 会  社  名 業 種・事業内容 

１ シェアードオフィス ＊シェアードオフィス利用登録者一覧参照 

２ （株）アイオーフィット ウェアラブル端末等のアプリケーション開発 

３ （株）アンドユー 
ＩＣＴを活用した地域密着のヘルスケア事業の展開 

平成２９年１２月末をもって利用終了 

４ テクノステップ（株） 
電子機器の設計・開発 

平成２９年１０月末をもって利用終了 

５ －  － 

６ （株）アンカーＪ 企業向け人事教育プログラムの開発 ほか 

○名称 

 湘南藤沢インキュベーションセンター 

○所在地 

 藤沢商工会館（ミナパーク）３階 

○延べ床面積 

 約２９０㎡（約８７坪） 

○構成 

 オフィス １３室 

 シェアード（共用）オフィス １室 

 共用会議室 １室 

 交流コーナー １ヵ所 
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平成３０年２月末をもって利用終了 

７ （株）グローカリズム 
情報通信用ソフトウェア、各種アプリケーション開発 

平成２９年４月末をもって利用終了 

７ チャレンジャー・カンパニー（株） ＩｏＴに基づく組込みソフトウェア開発 ほか 

８ （株）分析屋 健康関連アプリの開発とその展開 

９ ウッドバンク（株） 
森林所有者向け金融商品の開発と融資システムの開発 

＊林業サプライチェーン研究所が法人化 

１０ （株）ＳＥｔｅｃｈ ＩＰを用いたカメラ・センサ関連ビジネス 

１１ （株）ＮＡＶＩＣＯ 流通・物流業向けソフトウェアの開発・運用 ほか 

１２ ファブインスツルメンツ（株） 
半導体製造装置の提案・販売  

平成２９年１１月末をもって利用終了 

１２ （株）ケイ・フロント・サービス 幼児・児童向け教育事業  ほか  

１３ ケアミックス（株） 介護施設紹介・介護施設における介護人材紹介 ほか 

１４ （株）バサイ ＩｏＴ関連の製品開発  

＜シェアードオフィス利用登録者一覧＞ 

 会  社  名 業 種・事業内容 

１ 個人 
着物リメイク、雑貨製作 

平成２９年４月末をもって利用終了 

２ （株）ＫＹウッド 
外国産材木等の輸入販売等  

平成２９年１０月末をもって利用終了 

３ （株）プラトン 遺産相続に関するワンストップサービス  

４ （ 株 ） グリ ーン ラ イ フコ ーポ レ ー ショ ン 
新電力・太陽光発電システム等販売  

平成２９年１２月末をもって利用終了 

５ マリアージュ湘南 結婚相談サービス  

６ 鎌倉福祉士事務所 長楽庵 福祉相談・福祉施設での研修対応  ほか  

７ （株）ＬＥＡＦ Ｄｅｓｉｇｎ 
農業のビジネス化  

＊個人から法人化  

８ 
（株）Ｍ＆Ｌ 

⇒（株）ｈＧＦに改称 
医療用ロボットの設計・開発  

９ （株）ＰＭＡＴ 
二次電池を構成する材料の安定性向上に資する  

開発と販売  ＊個人から法人化  

１０ アクア・マーケティング（株） 
キッズ向け体育プログラムの企画と教室の展開  

＊平成２９年９月末をもって利用終了 

１１ （株）イブリダ技術研究所 
二次電池を用いた電池パックの製造・販売   

＊個人から法人化  

１２ （株）コンテンツリンク 

デジタルコンテンツ・アプリケーションソフト制作

販売、ワークショップ企画運営等  

＊個人から法人化  

１３ 個人 
人事・営業のサポートサービス  

平成２９年１２月末をもって利用終了 

１４ 個人 子育て世代をサポートするコミュニティビジネス  

    ＜事業内容＞ 

藤沢商工会館の３階に設置の都市拠点型起業家育成施設「湘南藤沢インキュベーションセンター 

（ＳＦＩＣ）」を、施設所有者である藤沢商工会議所から賃借し、入居者からの賃料収入及び藤沢



7 
 

市からの負担金により運営する。 

 ａ．インキュベーションマネジャーによる支援 

  インキュベーションマネジャー（財団職員）が、関係機関や専門家と連携して、当該施設

の入居者あるいは入居相談者に対して、経営、財務、人材、販路開拓等に関する総合的な支

援を行うとともに、施設退去後もフォローアップを行った。 

支援数       ９７件 

ｂ．入居者同士の交流促進による事業者連携の促進 

  入居者同士が顔を合わせる機会を設け、入居者間による取引のきっかけを創出した。 

入居者交流業務 

      ・平成２９年１２月１３日（水） ＳＦＩＣ入居者勉強会・懇親会（会場ＳＦＩＣ） 

③主な成果 

ａ．入居率       ６９％ 

ｂ．利用終了数   １０（個室５、シェアードオフィス５） 

ｃ．新規入居企業数  ８（個室４、シェアードオフィス４） 

ｄ. 入居者の法人化数 ２（シェアードオフィス２） 

ｅ．新規雇用の創出数 ５ 

ｆ．公的助成金獲得数 １ 

（藤沢市からの負担金事業） 

 

（４）創業・新事業進出フォーラム事業（定款第4条第2号及び第3号） 

①目  的 

 産学官連携により、創業希望者、創業者及び新事業に取り組む事業者等を対象に、知識習得、

意欲向上、ネットワーク拡大の場を提供し、地域における創業の促進や新事業の拡大、大学との

連携強化を図る。 

②事業内容 

 産学官連携と広域連携により成長著しい地域企業による講演、「創業」「新事業進出」「産学連

携」等のテーマに添った複数ブースの展示会並びに出展者ピッチにより、出展者と起業家・既存

企業・大学等との相互交流を深める場とし、併せて広く新産業創出の取り組みをＰＲした。 

ａ．日   時  平成２９年１０月６日（金） １３時３０分～１７時 

    ｂ．場   所  藤沢商工会館 

    ｃ．基調講演会 

湘南で創業し、情報セキュリティの第一線で活躍する経営者を招聘し、“独自の視点” 

“苦境への対応”など創業者の側面と、情報セキュリティにおける“ハッカーの思考”と 

の両面から切り込んだ。 

テーマ「ハッカー文化とセキュリティビジネス」 

講 師：アズビルセキュリティフライデー（株） 代表取締役 佐内 大司 氏     

ｄ．出展者ピッチおよび展示会見学 

         「創業・新事業進出」、「産学連携」のカテゴリーに分け、全１７ブースによる事業・  

研究紹介の時間を設けた。出展者のピッチにより事業内容や最新技術などアピールし、 

ブース見学での予備知識とした。ピッチ終了後は各ブースを見学した。 

■「創業・新事業進出」ブース：湘南藤沢インキュベーションセンター入居企業９社、  

湘南新産業創出コンソーシアム事業関連３社の全１２ブースを紹介した。 

①（株）アイオーフィット／ウェアラブルでつなげ！健康への絆！ 

②アズビルセキュリティフライデー（株）／ＩＴシステムに侵入したサイバー攻撃を  

検知するネットワークセンサ 

③ウッドバンク（株）／当たり前の林業で「未来林業」づくり！ 

④（株）ＳＥｔｅｃｈ／画が出ないカメラ、画にならないカメラでストレスフリーな見守り 

⑤（株）キャットベル／地域の名産品を世界に販売する！越境 EC サイトの取り組み 

⑥ケアミックス（株）／介護に携わる人と、未来の子供たちの支援する企業 

⑦（株）コンテンツリンク／日本初！スマホを使ったクラウド型広報支援ツール“案内板”  

⑧（株）ショージ・ケー／「未来スピーカー®」1台で簡単に解決！ 

⑨チャレンジャー・カンパニー（株）／ＩｏＴシステム開発支援サービス 
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⑩（株）ＮＡＶＩＣＯ／ＩｏＴシステム及びＩｏＴ端末 

⑪（株）バサイ／ＴｏＩ４ｅ（トイフォーイー）（Treasure of Information for Everyone） 

⑫（株）分析屋／健康経営事業について 

■「産学連携」ブース：当コンソーシアム参画大学による研究内容やプロジェクトを紹介 

した。 

①湘南工科大学 工学部 眞岩宏司研究室／エネルギーハーベストとエネルギー関連材料 

②慶應義塾大学 ＳＦＣ研究所ソーシャルファブリケーション・ラボ 

／市民参加型まちづくりのためのファブリケーション 

③文教大学 情報学部 高田哲雄研究室／立体絵画 登場！裸眼３D ディスプレイの意外な使い方 

④横浜国立大学 大学院 市環境管理計画研究室 

／大学キャンパスにおけるマルチモーダル移動支援システム 

⑤多摩大学 グローバルスタディーズ学部 観光連携担当 

／湘南藤沢におけるインバウンドプロジェクト 

 ｅ．参加人数 ９７名 

 

 

 

 

 

 

 

（藤沢市・茅ヶ崎市からの負担金事業） 

 

（５）大学等見学会事業（定款第4条第2号及び第3号） 

①目  的 

市内企業による大学等の見学会を開催し、産学・産産連携を推進することにより、市内企業の

イノベーション促進を図る。 

②事業内容 

市内企業に対し、ものづくり関連技術の研究・開発現場を視察する機会や研究者との意見交換

など行える機会を提供することで、外部連携によるイノベーションの促進を図るため、公設試験

研究機関への見学会を開催した。（藤沢市・藤沢商工会議所との共催） 

ａ．日  時：平成２９年１２月７日（木） １２時３０分～１７時 

ｂ．場  所：地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）海老名本部 

ｃ．参加者数：１７名 

ｄ．内  容： 

【オリエンテーション】 

神奈川県立産業技術総合研究所の概要と主要事業について説明を受けた。同研究所は、

神奈川県産業技術センターと（公財）神奈川科学技術アカデミーを統合・地方独立行政

法人化し、県内企業のイノベーション創出を支援する公設試験研究機関として平成２９

年４月１日に誕生した。「売れる商品創り支援」を標榜し、企業が抱える技術的課題解

決や人材育成、研究開発・事業化支援等幅広い支援を行っている。オリエンテーション

では、実際に企業との連携により製品化に至ったオープン・イノベーションの成功事例

を交えて説明が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （海老名本部外観）     （オリエンテーション）    （３Ｄプリンタ設備の紹介） 
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      【研究施設見学】 

８つの分野の研究施設や専門書を蔵書した図書室等を見学し、それぞれの施設で研究

内容や設備の紹介、質疑応答が行われた。なお、見学先の分野は事前に実施した藤沢商

工会議所工業部会でのアンケート結果に基づき選定した。          

・燃料電池（ＥＶ等に利用される燃料電池の研究など） 

・Ｘ線検査（Ｘ線を利用した非破壊検査設備など） 

・薄膜作製、ＭＥＭＳ（半導体を作成するクリーンルーム設備など） 

・３Ｄ造形、デザイン（３Ｄプリンタなど） 

・表面改質（摩擦・摩耗に関する評価設備など） 

・疲労・強度試験（金属等の疲労や強度の評価設備など） 

・熱処理（加熱・冷却による性質評価設備など） 

・木質評価（木工加工機や強度評価設備など） 

 

 

 

 

 

 

 

      （Ｘ線検査の説明）          （木工加工機の紹介）      （図書室の紹介） 

【意見交換】 

施設見学を終えての質疑応答や意見交換を行った。 

（藤沢市からの負担金事業） 

 

（６）海外事業展開等支援事業（定款第4条第2号及び第3号） 

①目  的 

 中小企業の海外事業展開等を支援するため、（独）日本貿易振興機構（ジェトロ）や神奈川県

等との連携により、中小企業と海外企業とのビジネスマッチングを促進する。 

②事業内容 

 ＩＣＴ分野の市内企業からの要望に基づき、昨年度まで実施したベトナム地域を対象としたビ

ジネス交流をジェトロの地域間交流支援（Regional Industry Tie-Up：RIT）事業のフォローア

ップにより実施するとともに、海外事業展開に関する市内企業からの相談に対応する業務を実施

する。 

 ａ．ベトナムとのビジネス交流（地域貢献プロジェクト：ＩＣＴ分野） 

  （ａ）ＪＥＴＲＯ横浜と共催のベトナム企業と市内企業によるマッチングセミナーの実施 

開催日：平成２９年５月９日（火） 

「ベトナムＩＣＴセミナー・ネットワーキング ｉｎ 横浜」の開催 

参 加 者    ５７名 

  （ｂ）ミッション派遣事前研究会の開催 

開催日：平成２９年５月２４日（水） 

「タイ・ベトナム社会主義共和国 ミッション派遣事前研究会」の開催  

参加企業６社 ９名 

（ｃ）ミッション派遣の実施 

期 間：平成２９年７月１０日（月）～１７日（月）  

場 所：タイ王国（バンコク）、ベトナム社会主義共和国（ホーチミン・ハノイ） 

商談会及び企業訪問を開催した。 

商談件数：６０件【タイ１８件、ベトナム４２件】（成約見込件数 １件） 

                                                        参加企業８社１２名  
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（ｄ）ミッション派遣事後研究会の開催 

開催日：平成２９年８月２８日（月） 

「タイ・ベトナム社会主義共和国 ミッション派遣事後研究会」の開催  

                                                                参加企業３社 ５名 

 ｂ．海外事業展開に関する相談業務 

    海外事業展開に関する市内企業からの相談について、ジェトロや神奈川県等の支援機関へ

の橋渡し支援を中心に対応を行った。                           相談件数   １０件 

  ｃ．成果 

（ａ）参加企業の海外投資：ベトナム法人設立 ２件（ＲＩＴ事業および今年度成果） 

   （ｂ）参加企業の日越協業による製品開発   １件 

   （ｃ）ＶＮＩＴＯ ＡＬＬＩＡＮＣＥ（ベトナムＩＴ業界団体）との覚書締結 

 

    
（ジェトロ地域貢献プロジェクト事業・藤沢市からの負担金事業） 

 

（７）コミュニティビジネス支援事業（定款第4条第2号及び第3号） 

①目  的 

 地域社会の課題解決に向けて、市民、ＮＰＯ、企業など、様々な主体が協力しながらビジネス

の手法を活用して取り組むコミュニティビジネス（ＣＢ）を推進し、地域における新たな起業や

雇用の創出等を通じた地域活性化を目的とする。 

②事業内容 

 平成２１年度からコミュニティビジネスに特化した事業を展開し、一定の成果と効果を得てい

る。ＣＢ事業者にとって、他事業者との連携は相互に効果をもたらすため、今年度も事業者交流

会を開催する。 

ａ．ＣＢ支援担当者会議・勉強会等 

（ａ）平成３０年２月１５日（木）コミュニティビジネスシンポジウムへの参加 

 ｂ．セミナーの開催  ２回  

（ａ）平成２９年８月２３日（水）、３０日（水） 

「コミュニティビジネスをはじめよう～思いを実現するために必要なこと」 

参加者  １３名 

（ｂ）平成３０年１月２３日（火）、３０日（火）※＆ｍａｍａｃｏ共同実施セミナー 

「コミュニティビジネスをはじめよう～地域のつながりを作る」 

参加者  １０名 

ｃ．事業者ネットワークの形成 

（ａ）平成３０年３月８日（木）湘南藤沢ＣＢネットワーク交流会開催 

参加者  ３３名 

ｄ．ＣＢ事例発表会※湘南藤沢ｍａｍａ’ｓ共同事業 

（ａ）平成３０年３月８日（木）湘南藤沢ＣＢネットワーク事例発表会開催 

   「【湘南藤沢ｍａｍａ’ｓによる女性・ママ起業事例集】女性でも！ママでも！私らし

く働く！起業のすすめ」 
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    参加者  ４２名 

   
ｅ．ＣＢ経営相談 １９件（うち専門家相談 ２件） 

③主な成果  

ＣＢの有用性を内外にＰＲし、発展へと結びつけ、地域課題解決に向けたビジネスを実施する

事業者の発掘・育成に努めた。 

（藤沢市からの負担金事業） 
 

（８）ロボット産業に対する参入支援・人材育成事業（定款第4条第2号及び第3号）  

①目   的  

介護ロボット等、生活支援ロボットに関する普及啓発、体験学習等による人材育成を推進、さ

らに市内企業によるロボット関連製品開発等を支援する。  

②事業内容  

藤沢市・藤沢商工会議所、当財団（湘南新産業創出コンソーシアム）の主催で「ふじさわロボ

ットフォーラム」、「藤沢ロボット産業研究会」「少年少女ロボットセミナー」を開催し、ロボッ

ト産業に対する普及啓発、参入支援や人材育成等を行う。  

③主な成果  

ａ．「ふじさわロボットフォーラム２０１７」を９月９日（土）に開催し、基調講演やパネル

ディスカッション等を行った。特にパネルディスカッションでは「ロボットがもたらす藤沢

の未来」と題し、開発側・利用側などそれぞれの立場から取組や課題などについて話がなさ

れた。 

また、生活支援ロボットの体験・展示ブースを設け、直接ロボットに触れあう機会を設け

た。 

（ａ）発表  

「藤沢市のロボット施策について」 藤沢市経済部長 中峯 博志 氏 

（ｂ）基調講演  

「自動運転技術を活用した次世代物流プロジェクト「ロボネコヤマト」」  

（株）ディー・エヌ・エー オートモーティブ事業部 

ロボットロジスティックスグループ グループマネジャー 田中 慎也 氏  

（ｃ）パネルディスカッション  

コーディネーター：人材育成のジェイ・アイ・プロジェクト 代表 伊藤 順一 氏 

パネリスト： 

・（株）ディー・エヌ・エー オートモーティブ事業部 

ロボットロジスティックスグループ グループマネジャー 田中 慎也 氏  

・ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ（株） 

事業推進部（社長直轄）部長 久野 孝稔 氏 

・聖隷藤沢ウェルフェアタウン 

総園長  山田 敬一 氏  

・パラマウントベッド（株） 技術戦略室 技術開発本部 

商品技術プロジェクトチームリーダー 堀谷 正男 氏  

（ｄ）生活支援ロボットの体験・展示  

さがみロボット産業特区とも連携し、さまざまな生活支援ロボットや災害対応ロボッ

ト・ドローン等の体験・展示を行い、またミナパーク１階ではロボネコヤマト使用車と

パネルの特設展示を行った。  

（ｅ）参加人数 

１５５名  

ｂ．「藤沢ロボット産業研究会」（全４回の開催） 

大学と市内中小企業等との「産学連携」・「交流」などをテーマとして、ロボット産業への
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参入に対する課題や今後の展開を検討する場として、各回参加者を募り研究会を開催した。 

（ａ）第１回 

開催日時：平成３０年１月３１日（水）１８時～２０時 

開催場所：藤沢商工会館 ５階 ５０１・５０２会議室 

内  容：「ドローン前提社会の実現を見据えた産業への利活用と課題」と題し、大

学が有する知的・人的資源やネットワークを活用した産学連携の促進、ロ

ボット産業における自動運転やドローンビジネスなどについて聴講した。 

慶應義塾大学総合政策学部 教授  古谷 知之 氏 

   政策・メディア研究科 特任助教 南 正樹 氏 

        参加人数：４３名 

 
（ｂ）第２回 

開催日時：平成３０年２月２３日（金）１８時～２０時 

開催場所：藤沢商工会館 ５階 ５０１・５０２会議室 

内  容：「ロボット技術の成長段階にあわせた向き合い方」と題し、ロボットとの

共生・協働に向けて、ロボットとのコミュニケーションを通じて、ロボッ

ト技術とどのように向き合っていけばよいのかなどについて聴講した。 

            慶應義塾大学ＳＦＣ研究所上席所員 白井 宏美 氏 

参加人数：２５名 

（ｃ）第３回 

開催日時：平成３０年３月１日（木）１８時～２０時 

開催場所：藤沢商工会館 ５階 ５０１・５０２会議室 

内  容：「ロボット開発におけるユーザー視点の重要性 ～共生・協働するロボッ

トから共に進化するロボットへ～」と題し、３つの「ロボティクス」をキ

ーワードに、「人・ロボット（モノ）・情報」の相互作用により到来するこ

れからの社会などについて聴講した。 

慶應義塾大学環境情報学部 准教授 高汐 一紀 氏 

        参加人数：１７名 

（ｄ）第４回 

開催日時：平成３０年３月１５日（木）１８時～２０時 

開催場所：藤沢商工会館 ３階 ３０２・３０３会議室 

内  容：「商用車の将来に向けた取り組み」と題し、商用車と乗用車との違いを踏ま

え、将来の商用車における動力源、先進安全、隊列走行の取り組みなどに

ついて聴講した。 

いすゞ自動車（株） 開発技術企画部長 志賀 正樹 氏 

        参加人数：３０名 

    ｃ．少年少女ロボットセミナーｉｎ藤沢  

      芝浦工業大学と連携し、ロボットについて「学ぶ」「作る」「競う」をテーマにセミナーを

実施した。子供たちが自ら製作することでモノづくりの楽しさと素晴らしさ、ロボットを身

近に感じ、ロボットと共生する未来を考える機会を提供した。ロボットリテラシーの醸成と

普及啓発の推進を図った。 

開催日時：平成３０年３月１０日・１７日（土）１０時～１７時 

開催場所：藤沢商工会館 ６階 多目的ホール 

内  容： 

（ａ）３月１０日はロボットづくりのほか、さがみロボット産業特区特別賞、デザインコン

テスト、競技大会の説明を行った。 

 （ｂ）３月１７日は芝浦工業大学工学部電気工学科 教授 吉見 卓 氏による「ロボットの

お話」と題し講演を行った。また、競技大会終了後、さがみロボット産業特区特別賞、
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デザインコンテスト、競技大会の表彰を行った。 

※中学生 上位２名と小学生 上位８名は全国大会（豊洲、11/25（日））に出場する。 

参加者数：７０名（藤沢市在住の小学４年生～中学２年生対象） 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ．「ロボネコヤマト 子育てママ支援キャンペーン」実施の支援 

ロボット関連普及啓発活動として、鵠沼と辻堂地区の一部で実用実験が行われている次世

代物流サービス「ロボネコヤマト」の「子育てママ支援キャンペーン」の支援を行った。 

      開催日時：平成３０年１月２５日（木） １６時～１８時 

開催場所：わかたけ保育園 

内  容：９９名の園児の親に対して、ロボネコヤマトの担当者が中心的な利用層である

小学生以下の児童を持つ家庭を対象に、通常３千円未満の買い物で手数料が無料

になる特典をＰＲし、この仕組みの利用増を図った。 

契約者数：１１名 

 （藤沢市からの負担金事業） 

 

  

２．産業支援受託事業 

 

（１）藤沢市大学連携型起業家育成施設支援事業（定款第4条第3号） 

①目  的 

 大学発のシーズの事業化など、大学と連携して新事業に取り組む起業家や事業者を支援し、育

成企業の市内定着を目指す。 

②事業内容 

（独）中小企業基盤整備機構が慶應義塾大学、神奈川県、藤沢市と連携して運営する大学連携

型起業家育成施設「慶應藤沢イノベーションビレッジ（ＳＦＣ－ＩＶ）」にインキュベーション

マネジャー（ＩＭ）及び事務員（臨時職員）を派遣し、経営、財務、人材、販路開拓などに関し

て、入居者に対する総合的な支援を行うとともに、施設退去後のフォローアップを行った。 

また、セミナーの開催やフォーラム出展などの各事業を定期的に開催し、入居企業のスキルア

ップ、企業アピールを行った。 

なお、当事業については、産業競争力強化法に基づく認定特定創業支援事業（平成２６年３月

２０日認定５年間）として実施するもの。 

③主な成果 

公的助成金等申請支援件数 ２件 

公的助成金等獲得件数   ２件 

  （藤沢市からの受託事業） 

 

（２）藤沢市中小企業融資制度運営事業（定款第4条第12号） 

①目  的 

 市内中小企業の振興と経営の安定を図り、地域経済の発展と活性化に寄与する。 
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②事業内容  

    ａ．藤沢市中小企業融資制度の受付業務 

 

b．利子補給・信用保証料補助業務    

区 分 件 数 補助額 

利子補給 

市制度融資     149件            3,507,700円 

県創業支援融資・小規模クイック融資      77件            3,372,500円 

政策金融公庫（女性若者シニア）融資      24件              326,500円 

前年度 

市制度融資     109件            2,978,477円 

県創業支援融資・小規模クイック融資      72件            2,509,500円 

政策金融公庫（女性若者シニア）融資      24件              484,300円 

   
区 分 件 数 補助額 

※信用保証料補助 
市制度融資  202件 25,512,494円 

県創業支援融資 32件 3,709,423円 

前年度 
市制度融資 225件 26,879,656円 

県創業支援融資 33 件 4,482,854円 

   ※支払った信用保証料の８０％（上限２０万円） 

 

     ｃ．セーフティネット保証（経営安定関連保証）の認定業務 

［認定状況］                      

 

ｄ．小売店等小企業緊急資金融資事業の債権管理業務  

［管理状況］                      

  （藤沢市からの受託事業） 

 

区  分 
新規申請 新規貸付 貸付残 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

中小企業支援資金 

*貸付利率年2.1%以内 
144件 1,901,726千円 130件 1,679,230千円 463件 3,491,086千円 

景気対策特別資金 

*貸付利率年1.4%以内 
37件 402,984千円 34件 315,300千円 261件 1,058,808千円 

小規模企業緊急資金 

*貸付利率年1.8%以内 
45件 162,170千円 42件 149,145千円 118件 258,358千円 

雇用安定対策特別資金 

*貸付利率年1.1%以内 
0件 0千円 0件 0千円 4件 9,736千円 

合  計 226件 2,466,880千円 206件 2,143,675千円 846件 4,817,988千円 

前年度 267件 2,260,518千円 223件 1,845,225千円 805件 4,420,780千円 

区 分 件 数 備 考 

5号認定   70件 建設業 38件、製造業 10件、その他 22件 

前年度 57件 建設業 16件、製造業 11件、その他 30件 

区 分 期首貸付残高 貸付増加額等 貸付減少額等 残 高 

件 数 2件 0件 0件 2件 

金 額 713,352円 0円 5,000円 708,352円 
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（３）地域景気動向調査事業（定款第4条第4号） 

①目  的 

 藤沢市域の景気動向と企業ニーズを的確に把握し、行政の経済施策と市内企業の事業展開の指

針とする。 

②事業内容 

 年２回（９月期、３月期）、市内企業３５０社を対象に調査票を発送し、回収・集計・分析を

行い、その結果を報告する。規定の調査項目に加え、適切なテーマによる設問を追加して調査を

行うとともに、調査票回収と並行して市内企業２０社にヒアリング調査を実施した。 

 さらに既存ヒアリング先（２０社）に加え、市内企業（７０社）を訪問し、景況や事業展開す

るうえでのニーズ等を調査し、その結果を報告した。 

  ③調査対象 

  ４業種（製造業・建設業・サービス業・小売り卸業）、３５０社に加え、のべ９０社の企業動 

向を個別にヒアリング 

④調査回数 

  第７３回 平成２９年９月（４月～９月） 

  第７４回 平成３０年３月（１０月～３月） 

  ⑤調査結果 

    藤沢市公式ホームページにて公表 

  調査協力企業３５０社に製本化した報告書を提供 

⑥主な成果 
市内企業における受注・売上・設備投資・雇用などの実態に加え、ヒアリング調査に 

基づいた企業の声を直接聞くことで企業規模に添ったニーズや動向を把握し、企業支援
に向けた方策の基礎資料とするとともに、それに基づいた支援事業を実行することがで
きた。 

（藤沢市からの受託事業） 

 

（４）インキュベーションマネジャー（ＩＭ）研修事業（定款第4条第2号） 

①目  的 

 インキュベーションマネジャー（ＩＭ）養成機関から研修生を受け入れて実地研修を行うこと

により、財団職員の起業支援に関するスキルアップとＩＭのネットワークづくりを行う。 

②事業内容 

（一財）日本立地センター主催のＩＭ養成研修の現地研修機関に登録し、研修者を受け入れて

実地研修を行った。 

【研修受入】これまで培った財団の企業支援等に関するノウハウを伝えた。  

平成２９年 ８月  ３日（木）～ ４日（金）  ２名  

平成２９年 ８月２４日（木）～２５日（金）  ５名  

【ＩＭの登録】  

登録人数  ７名  

③主な成果  

全国各地より集まるＩＭ研修生との交流を基に、ＩＭの広域的な連携を構築したことで、企  

業支援における選択肢を増加させた。  

（（一財）日本立地センターからの受託事業） 

 

 

Ⅱ．湘南勤労者福祉サービスセンター事業 

 

１．湘南勤労者福祉サービスセンター事業（負担金事業） 

 

①目  的 

 中小企業が独自に行うことが難しい福利厚生事業を、藤沢市・鎌倉市・茅ヶ崎市の３市広域 

事業として実施し、３市の中小企業の勤労者及び事業主の福祉向上と企業の経営安定を図る。 

  ②加入促進活動 

ａ．未加入事業所紹介キャンペーンの実施 
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ｂ．市町村広域行政助成金の活用  

ｃ．財団のネットワーク活用 

ｄ. 加入促進員による活動  

③加入対象とメリット 

 藤沢市、鎌倉市及び茅ヶ崎市内の事業所で常時雇用する従業員３００名以下の事業主と従業員 

を対象に、ひとり月額５００円の会費で福利厚生事業を実施する。 

ａ．事業主･･･福利厚生の充実、永年勤続の奨励、従業員の確保、税制面の優遇等 

ｂ．従業員･･･各種慶弔給付の支給、低廉での福利厚生事業の参加、割引施設の利用等 

④加入状況 

 

（１）勤労者等の生活安定に関する事業（定款第 4条第 7号）  

①目  的 

 在職中に安心して生活できる環境づくりのための事業の実施。 

②事業内容 

ａ．慶弔等給付金事業 

  結婚、出産、入学祝金、傷病見舞金、死亡弔慰金等の各種慶弔金及び永年勤続報奨金の給

付を行った。 

ｂ．あっせん事業 

（ａ）生活資金（中央労働金庫、湘南信用金庫） 

（ｂ）火災共済等（全労済） 

③主な成果 

    慶弔給付金支給状況                    

給付事由 件数 給付金額 給付事由 件数 給付金額 

結婚祝金 129 2,580,000 傷病見舞金 60日 9 135,000 

結婚記念祝金 25周年 94 1,880,000 傷病見舞金 90日 28 840,000 

結婚記念祝金 50周年 55 2,750,000 死亡弔慰金会員 30 900,000 

出産祝金 175 1,750,000 死亡弔慰金会員以外 296 2,960,000 

入学祝金（小学校） 187 935,000 永年勤続報奨金 5年 372 1,860,000 

入学祝金（中学校） 227 1,135,000 永年勤続報奨金 10年 280 2,800,000 

古希祝金 213 4,260,000 永年勤続報奨金 20年 60 1,200,000 

傷病見舞金 30日 23 115,000 合 計 2,178 26,100,000 

   前年度実績 1,728 22,165,000 

 

（２）勤労者等の健康維持増進に関する事業（定款第 4条第 8号） 

①目  的 

 健康を確保して、安心して働くことのできる職場環境の実現に寄与するため、健康診断、人間 

ドックへの助成等、健康の維持増進に関する事業の実施。 

②事業内容 

ａ．健康診断、人間ドック助成 

藤沢市保健医療センター他１３医療施設と協定契約を締結し、健康診断や人間ドックを受

診する会員等に助成金を支給した。 

ｂ．健康の維持増進 

ビーチヨガ教室やサーフィンスクール及びスポーツクラブ法人会員利用などを実施した。 

③主な成果 

区  分 全  体 藤沢市 鎌倉市 茅ヶ崎市 

企業数（件） 2,160  1,486  468  206  

期首 2,165  1,512  465  188 

増 減 ▲5 ▲26 3 18 

会員数（人） 11,758  7,165 3,008  1,585  

期首 11,280 7,030  2,793 1,457 

増 減 478 135 215 128 
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ａ．健康診断、人間ドック助成 

事 業 名 場  所 申請人数 

人間ドック利用補助 各指定医療機関（１４施設） 288  

一般健康診断利用補助 各指定医療機関（１１施設） 636  

合   計 924  

前年度 人間ドック利用補助 各指定医療機関（１４施設） 273  

前年度 一般健康診断利用補助 各指定医療機関（１２施設） 544  

前年度合計 817  

ｂ．健康の維持増進 

 実施日 事 業 内 容 人数 

1 通年 ダンロップスポーツ法人会員利用 1,330  

2 4月 8日・9日 鎌倉七里ヶ浜ゴルフレッスン 39  

3 5月 21日 ビーチヨガ教室 19  

4 6月 18日・20日 横浜 山手洋館＆山下公園周辺散策 72  

5 9月 23日・24日 「ロングボード」サーフィンスクール 32  

6 10月 28日・29日 乗馬体験教室 32  

7 11月 12日 ジョギング教室 19  

8 11月 19日・21日 旧東海道 川崎宿を歩く 43  

9 2月 24日 薬膳料理教室 ～花粉の薬膳～ 29  

合  計 1,615  

前年度合計(７事業） 1,307  

 

（３）勤労者等の老後生活の安定に関する事業（定款第 4条第 9号） 

①目  的 

 充実した退職後の生活を送るために老後関連講座の実施や有益な情報提供、年金共済制度等の

あっせん事業及び退職金共済事業の実施。 

②事業内容 

ａ．講座、あっせん事業 

老後の設計とライフプランに関するセミナーを実施した。 

ｂ．退職金共済制度のあっせん 

中小企業退職金共済、小規模企業共済のあっせんを実施した。 

ｃ．退職金共済事業（積立金）（旧藤沢市勤労者福祉サービスセンター独自事業） 

１口８００円～最高５口４，０００円の積立 （任意） 

ただし、平成１７年５月で新規取り扱いを中止。 

③主な成果 

ａ．講座、あっせん事業 

 実施日 事 業 内 容 人数 

1 3月 25日 リタイアメントライフプランセミナー 14  

合  計 14 

前年度合計（１事業） 43 

ｂ．退職金共済事業 給付状況        （単位：円） 

給付事由 件数 給付金額 

福祉年金 2 738,900 

脱退一時金 97 83,531,570 

退職慰労金 100 18,094,000 

 

（４）勤労者等の自己啓発、余暇活動に関する事業（定款第 4条第 10号） 

①目  的 

生涯にわたり学び、学習の活動を続けていくことを支援するため、各種教養講座の実施。 

また、仕事と生活を両立させ、相乗効果で生活向上を目指す「ワーク・ライフ・バランス」を 
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基調とした家族を含めた余暇の有効活用を図るため、安価で参加しやすい事業の実施。 

②事業内容 

ａ．各種セミナー・教室 

ポーセラーツ体験教室、寄せ植え教室などを実施した。 

ｂ．レクリエーション 

日帰りバスツアー、キス釣り大会、ジャガイモ掘りとトウモロコシ狩り体験、ソフトボー 

ル大会などを実施した。 

ｃ. 観劇・観戦入場券割引あっせん 

花とみどりのギフト券のあっせん、映画チケットのあっせん、ミスタードーナツ５００ 

円商品券あっせんなどを行った。 

ｄ. テーマパーク・果樹園等割引利用 

温泉入浴券のあっせんや東京ディズニーリゾート特別利用券の配布などを行った。 

ｅ. 食事チケット割引あっせん 

有名ホテルランチチケットなどの食事券あっせんを行った。 

ｆ. 保養施設宿泊助成 

各種契約保養施設等の利用者に対し宿泊料の一部助成を行った。 

（会員：１泊につき２，０００円 同居家族：１泊につき５００円）※年間３泊限度 

ｇ. 共同事業 

（一社）全国中小企業勤労者福祉サービスセンターや県内のサービスセンター等と連携 

し、「地引網」「ゴルフコンペ」などのレクリエーション事業等において、スケールメリッ

トを活かした事業を実施した。 

③主な成果 

ａ．各種セミナー・教室 

 実施日 事 業 内 容 人数 

1 4月 2日 ポーセラーツ体験教室 18  

2 7月 29日 多肉植物寄せ植え教室 45  

3 8月 26日 茶藝体験教室 28  

4 10月 1日 昔なつかしい飴細工体験教室 58  

5 11月 18日 手作り味噌教室 14  

6 12月 9日・10日 フレッシュリース作り教室 89  

7 3月 24日 大人の塗り絵体験教室 31  

合 計 283 

前年度合計（９事業） 249 

     ｂ．レクリエーション 

 実施日 事 業 内 容 人数 

1 
4月 23日 小湊鉄道トロッコ列車と筍狩りと蜂蜜のビン詰め体験バスツ

アー 

63  

2 5月 14日・17日 タイ五目釣り in 腰越・小坪 75  

3 6月 4日 キス釣り大会 in 江の島 74  

4 6月 11日 さくらんぼ「佐藤錦」狩りと吹割の滝見学ツアー 112  

5 7月 1･2･4･9日 ジャガイモ掘りとトウモロコシ狩り体験 908  

6 7月 8日 メロン狩りと那珂湊バスツアー 39  

7 7月 19日 海上から観覧 鎌倉花火大会 135  

8 8月 6日 寿司食べ放題と機関車トーマス号バスツアー 48  

9 8月 22日 海の家 西浜亭での江の島納涼花火観覧 222  

10 9月 3日 ソフトボール大会 218  

11 10月 15日 イナダ五目釣り 64  

12 10月 22日 秋ナス収穫と希少品種「にっこり梨」狩りバスツアー 45  

13 10月 28日～11月 5日 サツマイモ＆落花生掘り体験 438  

14 11月 3日 秋のばらの丘フェスティバルと名物焼津海鮮御膳とお茶とみ 35  
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かんとお米のつめ放題バスツアー   

15 11月 12日 アマダイ釣り in 茅ヶ崎 52  

16 12月 3日 カワハギ釣り in 江の島片瀬 28  

17 
12月 16日 400 年の歴史ある伝統行事世田谷ボロ市と年の瀬で賑う浅草

隅田川 12 橋めぐりバスツアー 

38  

18 1月 30日 ボウリング大会 36  

19 
2月 25日 南伊豆河津桜と「網元料理魚庵」漁師料理・江間のイチゴ狩

りバスツアー 

122  

20 3月 4日 東京ディズニーランドパークファンパーティー 877  

21 3 月 10 日～3 月 13 日 香港・マカオ 4 日間の旅 31  

22 12月上旬～3 月上旬 特撰いろいろ選べるバスツアー 13  

23 1月上旬～3月末 特撰いろいろ選べるバスツアー 36  

合 計 3,709 

前年度合計（２５事業） 3,681 

ｃ．観劇・観戦入場券等割引あっせん 

 実施日 事業内容 枚数 

1 4月 1日～ 図書カード 3,000円券 541  

2 4月 1日～ 花とみどりのギフト券 1,000円券 329  

3 4月 1日・2日 プロ野球 巨人×中日戦 25  

4 4月 8日 平成 29年 春巡業・大相撲藤沢場所 36  

5 4月 8日 仮面ライダースーパーライブ 2017 50  

6 4月 8日～9月 24日 ディズニー・アート展 いのちを吹き込む魔法 167  

7 4月 18日～7月 2日 ボイマンス美術館所蔵 ブリューゲル「バベルの塔」展 86  

8 4月 22日・23日 プロ野球 巨人×阪神戦 46  

9 4 月 30 日・5 月 3 日 プリンスアイスワールド 2017 in YOKOHAMA 23  

10 5月 2日・3日 プロ野球 巨人×DeNA 戦 71  

11 5月 3日 きかんしゃトーマス ミュージカル「ソドー島のたからもの」 74  

12 5月 28日 つるのうた名曲集日本全国翔鶴ツアー 13  

13 6 月 1 日～3 月 31 日 東京・ミュージアム ぐるっとパス 2017 80  

14 7 月 1 日～12 月 31 日 109シネマズ共通チケット（前期） 3,209  

15 7月 2日 劇団四季 オペラ座の怪人 横浜公演 31  

16 7 月 15 日～9 月 3 日 ヨコハマ恐竜展 2017 ～動きほえる恐竜の森～ 597  

17 7 月 15 日～10 月 1 日 特別展「深海 2017～最深研究でせまる“生命”と“地球”～」 116  

18 7月 14日 『ﾊﾟｲﾚｰﾂ･ｵﾌﾞ･ｶﾘﾋﾞｱﾝ／呪われた海賊たち』ﾌｨﾙﾑ∞ｵｰｹｽﾄﾗ 20  

19 7月 27日・29日 ブロードウェイミュージカル「ピーターパン」 25  

20 7月 30日 真夏の沖縄・奄美 音楽フェスティバル in藤沢 27  

21 7月 30日 キラキラ☆プリキュア アラモード ドリームステージ 44  

22 8月 1日～ ミスタードーナツ 500円商品券 1,490  

23 8月 5日・6日 2017 年 国立ボリショイサーカス 横浜公演 31  

24 8月 20日・21日 ディズニー･オン･アイス２０１７ 「Everyone's Story」 72  

25 8月 26日 2017 ＡＮＲＩ ＬＩＶＥ 9  

26 9 月 26 日～11 月 26 日 興福寺中金堂再建記念特別展「運慶」 116  

27 9 月 27 日～12 月 18 日 安藤忠雄展―挑戦― 55  

28 9月 30日 岩崎宏美 コンサートツアー Hello! Hello! 14  

29 10月 1日～ ハーゲンダッツミニギフト引換券 1,335  

30 10 月 1 日～3 月 31 日 新江ノ島水族館 前売入館券 298  

31 10月 7日 きかんしゃトーマス ファミリーミュージカルソドー島のた

からもの厚木公演 

20  

32 10月 8日・14日 ジャニーズ伝説 2017 20  
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33 10月 10日 ポール・モーリア・リメンバー・コンサート 10  

34 10月 21日 社会風刺コント集団 ザ・ニュースペーパーＬＩＶＥ 2017 6  

35 10月 21日 「おかあさんといっしょ」 ガラピコぷ～がやってきた！！ 75  

36 10月 28日 新日本プロレス ROAD to POWER STRUGGLE 29  

37 11月 25日 仲道郁代ピアノ・リサイタル「PIANO×4」 21  

38 12月 1日～ こども商品券 1,580  

39 12月 1日～ KFCカード 3,000円券 471  

40 12 月 1 日～5 月 31 日 「東京ジョイポリス」ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄﾁｹｯﾄ （入場＋ｱﾄﾗｸｼｮﾝ 1日乗

り放題） 

42  

41 12月 10日・17日 「朝陽の中で微笑んで」 27  

42 12月 16日 親子のためのクラッシックコンサート『音楽の絵本』 30  

43 12月 21日 佐渡裕指揮／シエナ・ウインド・オーケストラ演奏会 2017 20  

44 12月 23日 沢田研二 50周年記念 LIVE 2017～2018 20  

45 1 月 1 日～6 月 30 日 109シネマズ共通チケット（後期） 3,144  

46 1 月 16 日～3 月 11 日 特別展「仁和寺と御室派のみほとけ」 97  

47 1月 20日 加山雄三 祝！80歳 20  

48 2月 1日～6月 30日 「マダム・タッソー東京」チケット販売 20  

49 2月 1日～6月 30日 「レゴランド･ディスカバリー･センター東京」チケット販売 65  

50 2月 3日 JCB presents 35th Anniversary 稲垣潤一 コンサート

2018 

9  

51 2月 5日～ すかいらーく優待券 1,000円券 522  

52 2 月 24 日～5 月 27 日 プラド美術館展 ベラスケスと絵画の栄光 152  

53 2月 27日 春風亭昇太・林家たい平 特選爆笑二人会！！ 50  

54 2月 27日・3月 3日 シルク・ドゥ・ソレイユ「ダイハツ キュリオス」東京公演 64  

55 3月 3日 ウルトラマンライブ Peace of the Earth 2017-2018 32  

56 3月 25日 新日本フィルハーモニー交響楽団 7  

57 3月 25日 Endless SHOCK 18  

58 3月下旬～9月 30日 新江ノ島水族館 前売入館券 424  

合 計 16,025 

前年度合計（６２事業） 19,422 

 

ｄ．テーマパーク・果樹園等割引利用 

 実施日 事業内容 枚数 

1 通年 東京ディズニーリゾート特別利用券（申請件数） 3,376  

2 4月 1日～5月 20日 すぎやまいちご園 割引利用補助券(前期） 255  

3 4月 1日～5月 5日 津久井浜観光農園 いちご狩り割引利用補助券（前期） 20  

4 4月 1日～ 東名厚木健康センター・相模原健康センター入館券 345  

5 4月 1日～8月 11日 木更津 江川海岸 潮干狩りチケット 110  

6 4 月 15 日～5 月 21 日 落合農園フルーツトマト購入割引券 1,626  

7 6月 1日～3月 31日 よみうりランドワンデーパス 552  

8 6月 1日～3月 31日 東武動物公園 ハッピーフリーパス 300  

9 6月 1日～7月 31日 茅ヶ崎育ちのブルーベリー温故知新「開工房」割引補助券 69  

10 7月 8日～9月 10日 県立辻堂海浜公園ジャンボプール割引利用券 1,523  

11 7月 8日～9月 18日 大磯ロングビーチ割引利用券 265  

12 7 月 23 日～8 月 31 日 ブルーベリーの里「宮原観光農園」割引補助券 307  

13 8月 1日～6月 30日 箱根湯寮 湯楽庵利用券 573  

14 8月 7日～9月 24日 大下園 梨･ブドウ直売割引利用券 818  

15 8 月 5 日～10 月 31 日 高橋果樹園 梨・りんご直売割引利用券 795  

16 10月 1日～ 湯快爽快 ちがさき入館券 3,960  
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17 10月 7日～12月 17日 矢子みかん園 利用補助 1,674  

18 11月 1日～ 鈴木園 柿 もぎ取り体験割引利用券 846  

19 12月 1日～12月 25日 クリスマスケーキ割引利用券 226  

20 1月 1日～3月 31日 すぎやまいちご園 割引利用補助券(後期） 98  

21 1月 1日～3月 31日 津久井浜観光農園 いちご狩り割引利用券（後期） 161  

22 2月 1日～1月 31日 箱根小涌園ユネッサン「パスポート前売り券」 186  

23 3 月 17 日～5 月 31 日 サンリオピューロランドパスポート 97  

合 計 18,182 

前年度合計（２８事業） 19,385 

ｅ．食事チケット割引あっせん 

 実施日 事業内容 枚数 

1 4月 1日～9月 30日 帝国ホテル東京 インペリアルバイキングサールランチ券 464  

2 4月 1日～9月 30日 横浜ﾍﾞｲｼｪﾗﾄﾝﾎﾃﾙ&ﾀﾜｰｽﾞ「コンパス」＋「彩龍」共通ランチ券 1,041  

3 6月 14日・22日 エクシブ箱根離宮デザートブッフェ 47  

4 5月 1日～9月 30日 エクシブ箱根離宮ランチチケット 93  

5 5月 6日～10月 31日 聘珍樓 横濱本店 ランチ券 482  

6 
6月 1日～11月 30日 ヒルトン小田原リゾート＆スパ 

ランチ＆リフレッシュプラン 

1,140  

7 
6月 16日～9月 18日 ﾖｺﾊﾏｸﾞﾗﾝﾄﾞｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ『ﾍﾞｲｻｲﾄﾞﾋﾞｱｶﾞｰﾃﾞﾝはまﾋﾞｱ！』

前売券チケット 

381  

8 8月 1日～ 里のうどんギフト券 2,192  

9 8月 4日～8月 27日 鎌倉プリンスホテル シーサイドサマーブッフェ 800  

10 8月 1日～2月 28日 御代川 食事券 763  

11 10月 1日～3月 31日 横浜ベイホテル東急 カフェトスカ 平日ランチブッフェ券 673  

12 10月 1日～3月 31日 横浜ベイホテル東急 クイーン･アリス ランチコース券 250  

13 
10月 1日～2月 28日 品川プリンスホテル「LUXE DINING HAPUNA」 

ランチブッフェ券 

355  

14 
10月 1日～2月 28日 品川プリンスホテル「LUXE DINING HAPUNA」 

ディナーブッフェ券 

38  

15 
10月 1日～3月 31日 ヨンドン南口店 10周年記念 「韓国料理と上焼肉コース」

お食事券 

273  

16 
12月 1日～5月 31日 ホテルおかだ 「湯ｉｎｇ＆バイキｉｎｇ」 

（ホテル大浴場＋バイキング） 

884  

17 10月 1日～3月 31日 エクシブ箱根離宮 ランチチケット 310  

18 1月 10日～3月 30日 隠れ里車屋 食事券 775  

19 
2月 1日～6月 30日 あしがらの温泉「おんりーゆー 榲里湯」 

日帰り入浴＋バイキングセット券 

670  

20 
2月 1日～5月 31日 横浜ロイヤルパークホテルスカイラウンジ シリウス 

「スカイブッフェ」平日ランチ券 

862  

21 
3月 1日～6月 30日 ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル 

2店舗共通ランチ券 

708  

合 計 13,201 

前年度合計（１６事業） 10,983 

ｆ．保養施設宿泊助成 

（会員１泊につき 2,000円 指定宿泊のみ同居家族１泊につき 500円）※年間３泊限度 

事業内容 申請人数 藤沢 鎌倉 茅ヶ崎 

指定宿泊助成者数 1,870名 1,387名 318名 165名 

（内訳） 会  員（1,058名） 832名 143名 83名 

同居家族（ 812名） 555名 175名 82名 

指定外宿泊助成者数 2,406名 943名 835名 628名 
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合 計 4,276名 2,330名 1,153名 793名 

前年度合計 4,039名 2,434名 1,016名 589名 

ｇ．共同事業 

 実施日 事業内容 人数 

1 6月 25日 9市共同事業 鵠沼海岸地引網大会 273(686) 

2 7月 4日 6市共同事業 ゴルフコンペ 30 (45) 

3 11月 11日 6市共同事業 イルミコン inプレジャーフォレスト 2 (33) 

合 計 305 (764) 

前年度合計（４事業） 293 (900) 

（   ）は全体参加人数 

ｈ．地区自主事業 

 実施日 地区名 事業内容 実施場所 人数 

1 
6月 16日 

～18日 

鎌倉 3 地区合

同 
石垣島旅行 3日間 沖縄県 24 人 

2 8月 5日 
茅ヶ崎 2 地区

合同 
サザンビーチちがさき花火大会 鑑賞会 神奈川県 59 人 

3 8月 25日 
鎌倉 3 地区合

同 
納涼パーティー 神奈川県 62 人 

4 11月 12日 藤沢Ⅱ地区 
東洋のナイアガラ“吹割の滝と酒造見学

と沼田りんご狩り” 
群馬県 37 人 

5 11月 18日 辻堂地区 

河口湖紅葉まつりと富士山世界遺産セ

ンターとベコニアと癒しのフクロウ“富

士花鳥園” 

山梨県 26 人 

6 11月 26日 明治地区 
都内めぐりの旅～東京の名所をめぐる

～ 
東京都 28 人 

7 11月 26日 六会地区 

地元神奈川探訪！！三渓園と YOKOSUKA

軍港巡り、横浜ランドマークタワー、中

華街でオーダー式バイキング 

神奈川県 37 人 

8 12月 10日 善行地区 

東京ドイツ村“ウインターイルミネーシ

ョン”と話題の人気のスポット「濃溝の

滝」 

千葉県 41 人 

9 12月 10日 
遠藤･御所見

地区 
上野散策アメ横 買物の旅 東京都 40 人 

10 1月 14日 
茅ヶ崎 2 地区

合同 

スター・ウォーズ/最後のジェダイ映画

観賞会 
神奈川県 221 人 

11 2月 25日 村岡地区 
日本最長の大吊橋“三島スカイウォーク

”と願成就院の国宝としいたけ狩り 
静岡県 42 人 

12 3月 4日 片瀬地区 

房総満喫！濃溝の滝・鋸山地獄のぞき・

楽々フェリー絶品の浜焼き食堂「萬壽山

」の伊勢海老付きランチ 

千葉県 28 人 

13 3月 4日 長後地区 伊豆三島の鰻重といちご狩りのバス旅 静岡県 38 人 

14 3月 11日 鵠沼地区 
国指定天然記念物・柿田川湧水群と伊豆

の国・江間いちご狩り 
静岡県 47 人 

15 3月 18日 藤沢Ⅰ地区 

世界文化遺産『富岡製糸場』と人気のこ

んにゃくパーク＆野生の王国・群馬サフ

ァリパーク 

群馬県 14 人 

合 計 744 人 

前年度合計（１５事業） 607 人 
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（５）勤労者等の財産形成に関する事業（定款第 4条第 11号） 

①目  的 

在職中からの財産形成を図ることが重要であるため、ライフサイクルに対応した計画的な財産

形成を行えるよう、有益な情報提供及び関連講座等の実施。 

②事業内容 

リスクに対する保険、住宅ローン、相続など資産形成に関するセミナーを実施した。 

③主な成果 

 実施日 事業内容 人数 

1 11月 18日 資産形成セミナー 49  

合 計 49 

前年度合計（１事業） 36 

 

（６）その他事業（定款第 4条第 13号） 

①目  的 

会員及び家族への情報提供のため、会報誌、ガイドブックなどを発行する。 

②事業内容 

ａ．会報誌「サービスセンターニュース（しおかぜ湘南）」の発行 

４月・６月・８月の各１日に期間限定の各事業・インフォメーション・健康コラム・自己

啓発記事などを掲載した会報誌を発行し、情報提供を行った。 

ｂ．ガイドブックの発行 

年間契約施設や人間ドック指定施設案内など常時利用可能なサービス記事などを掲載した 

ガイドブックを年 1回発行し、情報提供を行った。 

ｃ．ホームページの運営 

事業内容や有意義な情報などを広く会員や家族に周知するためホームページを運営し随時 

情報を更新した。 

ｄ．Ｗｅｂ事業受付システム（しおかぜ湘南Ｗｅｂ）の運営 

インターネットでの事業申込を受付け、会員の利便性を高めるとともに、ＳＮＳ等を利用

して事業の内容や魅力を発信した。 

ｅ．諸会議の開催、参加 

運営協議会や推進員全体会議などを開催したほか、全国中小企業勤労者福祉サービスセン 

ター主催の総会や研修会、ブロック大会などへの参加、さらには県内の勤労者福祉サービス

センターの連絡会にも出席し、他地域との情報交換、人的交流を行った。 

③主な成果 

ａ．会報誌「サービスセンターニュース（しおかぜ湘南）」を発行した。 

ｂ．ガイドブックを４月に発行した。 

ｃ．ホームページの更新を行った。 

ｄ．Ｗｅｂ事業受付システム（しおかぜ湘南Ｗｅｂ）の運営を行った。 

Ｗｅｂ登録会員数 

平成 29年 4月１日現在 747名 

平成 30年 3月 31日現在 962名 

増 減 215名 

ｅ．諸会議の開催、参加 

区  分 要  旨 

運営協議会 

第1回 

4月26日 

・平成28年度湘南勤労者福祉サービスセンター事業の実施

報告について 

・平成29年度湘南勤労者福祉サービスセンター事業の予算

について 

第2回 

11月22日 

・平成28年度湘南勤労者福祉サービスセンター事業費の決

算について 

・平成29年度湘南勤労者福祉サービスセンター前期事業実

施報告並びに後期事業実施計画について 
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第3回 

2月15日 

・平成30年度サービスセンター事業の実施計画について 

・神奈川県市町村広域行政助成金活用状況について 

福利共済会総会 4月26日 

・平成28年度 湘南勤労者福祉サービスセンター福利共済

会会計決算の認定について 

・平成29年度 湘南勤労者福祉サービスセンター福利共済

会会計収入支出予算について 

推進員全体会議 

第1回 

4月26日 

・平成28年度湘南勤労者福祉サービスセンター事業の実施

報告について 

・平成29年度湘南勤労者福祉サービスセンター事業の実施

計画について 

・平成29年度湘南勤労者福祉サービスセンター事業の予算

について 

・平成28年度湘南勤労者福祉サービスセンター福利共済会

の決算並びに平成29年度予算について 

第2回 

11月22日 

・平成28年度湘南勤労者福祉サービスセンター事業費の決

算について 

・平成29年度湘南勤労者福祉サービスセンター前期事業実

施報告並びに後期事業実施計画について 

全国中小企業勤労者福祉サービス

センター 平成29年度定時総会 

平成28年度事業報告及び監査報告 役員選任等 

開催地：東京都港区（6/12） 

全国中小企業勤労者福祉サービス

センター 業務運営研修会 

基調講演と意見交換会 

開催地：東京都港区（7/14） 

全国中小企業勤労者福祉サービス

センター 実務担当者研修会 

基調講演とグループ討議 

開催地：東京都港区（9/15） 

全国中小企業勤労

者福祉サービスセ

ンター関東ブロッ

ク協議会 

第1回 

8月18日 

平成29年 運営方針、課題等についての意見交換会 

開催地：座間市 

第2回 

3月28日 

平成30年 運営方針、課題等についての意見交換会 

開催地：座間市 

実務担当者

会議 

1月26日 

意見交換会・施設見学会 

開催地：座間市 

全国中小企業勤労者福祉サービス

センター 

平成29年度 東ブロック会議・西

ブロック会議 

全福センター加盟の東・西 日本ブロック会議。 

サービスセンター経営に係る参考事例、意見交換会等 

開催地：東ブロック 藤沢市（10/12～13） 

西ブロック 堺市（11/9～10） 

県内勤労者福祉共済実施都市連絡

会 

実務担当者共同事業会議（かもメ

イト） 

県内の福利共済実施都市の実務担当者が集まり共同事業

等の意見交換 

開催地：相模原市 第1回（9/1） 

開催地：相模原市 第2回（2/9） 

静岡県東部地区事務担当者会議 

静岡県東部及び神奈川県の福利共済実施都市の実務担当

者が集まり共同事業等の意見交換 

開催地：御殿場市（11/9） 

 

 

Ⅲ．公益目的達成受託等事業 

 

１．情報活用事業（ＡＳＰ） 

 

（１）コンテンツ運営管理事業（定款第4条第5号） 

①目  的 

地域情報化に寄与するために、藤沢市の情報等をインターネット上に公開し、市民がいつでも
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情報を閲覧できる環境を整備する。 

②事業内容 

コンテンツの作成・管理等を受託して実施する。 

ａ．広報ふじさわホームページ作成業務（藤沢市からの受託事業） 

 ｂ．藤沢市立看護専門学校ホームページ作成業務（藤沢市からの受託事業） 

ｃ．ふじさわ観光名産品協議会ホームページ更新業務(ふじさわ観光名産品協議会からの受託     

 事業) 

③主な成果 

  随時コンテンツの更新を行い、情報発信に寄与した。 

 

２．情報システム運営事業（ＩＳＰ） 

 

（１）固定ＩＰ等管理運用事業（定款第4条第5号） 

①目  的 

地域情報化に寄与するために、藤沢市関連のサーバで使用するグローバルＩＰアドレスを含む 

安定したインターネット環境を提供する。 

②事業内容 

藤沢市関連及び企業を対象にグローバルＩＰアドレスを含むインターネット接続環境を提供す 

る。 

ａ．フレッツ接続サービス 

ｂ．固定ＩＰサービス、独自ドメインサービス 

③主な成果 

期間中、安定したインターネットサービスを提供した。 

 

（２）サーバ・コンテンツ運営管理事業（定款第4条第5号） 

①目  的 

地域情報化に寄与するため、サーバ運用を行うための設備を用意し、サーバ管理を希望するユ

ーザに対して安定した環境を提供するとともに、コンテンツを発信できる環境を構築する。 

②事業内容 

サーバ機器の安定的な運営・管理やコンテンツの作成・管理等を受託して実施する。 

ａ．藤沢市文書目録公開用サーバ運営管理業務（藤沢市からの受託事業） 

ｂ．藤沢市公開用ＧＩＳサーバハウジング等業務（藤沢市からの受託事業） 

ｃ．藤沢市インターネット活用業務（藤沢市からの受託事業） 

ｄ．藤沢市ごみ検索システム運営管理業務（藤沢市からの受託事業） 

ｅ．ミナパーク施設無線機器管理業務（藤沢商工会議所からの受託事業） 

    ｆ．藤沢市リサイクルプラザサーバ運営支援業務（ＮＰＯ法人からの受託事業） 

ｇ．環境ポータルサイトシステム運営管理業務（ＮＰＯ法人からの受託事業） 

③主な成果 

期間中、安定したサーバの維持管理を行った。 

 

３．データ入力事業 

 

（１）情報管理データ入力事業（定款第4条第6号） 

①目  的 

藤沢市の行政情報その他の情報管理業務を受託し、地域情報化に寄与することを目的とする。 

②事業内容 

藤沢市の行政情報等のデータ入力業務(納税、料金、健診、福祉、医療他)の実施。 

③主な成果   

 パンチ件数         

藤沢市からの受託事業 ９２０，４６８件 
前年度 

９２１，２８１件 

その他受託（全国社会福祉協議会等） １，００３件 １５６，０２０件   

（藤沢市及び他団体からの受託事業） 
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４．その他事業 

 

（１）新春経済講演会事業（定款第4条第2号） 

①目  的 

急速に変化する内外の経済情勢に対応し、時代を切り開く事業経営等について、内外の最先端

の視点を持つ有識者あるいは最先端の事業に係る経営者等から学び、もって市内企業の経営刷新

に資する。 

②事業内容 

経済３団体（藤沢商工会議所・（公社）藤沢市商店会連合会・当財団）主催の賀詞交歓会と経

済展望に関する講演会を開催した。 

開催日時：平成３０年１月１２日（金） 

１３時２０分～１５時００分 

開催場所：藤沢商工会館５階 ５０１・５０２会議室 

テーマ ：「日本経済の大転換点・中小企業にチャンスあり」 

講  師：経済ジャーナリスト 内田 裕子 氏 

参加者数：１９１名 
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